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　真剣な表情で紙に向かっている吉田さんは、小学生
の頃に習字を始め書道歴は80年以上になります。過
去には、書道の大家、故鈴木翆

すいけん
軒氏に師事し、今日ま

で書道を続けてきました。
 　吉田さんは、書家へ
の勧誘を断り、品評会や
展覧会にも出品せず、己
のために作品を書くこと
を信条とし毎日紙の前に
向かい筆を取り続けます。
「書は筆や紙の種類、墨
の色合いで表現に違いが
出ます。自分が納得でき
る表現に至るまで、試行錯誤を繰り返すことが楽しい
です」と書道への思いを熱く語る吉田さん。
 　昨年の12月に知人の縁で三島北高校の書道部の学
生と交流したときには、自身の書道を振り返り「年を
取って振り返ったときに、楽しかったとか、またやり
たいと思えることをつくり、人生を充実させるための
種まきだと思ってやってきました。何か、自身が熱中
できるものを持つとよいです」と伝えました。
　書道を愛する吉田さんは「これからも元気に楽しん
で、自分の好きな書道を続けてい
きたいです」と笑顔で話しました。

吉田 正明さん
（89歳・町震２）

生涯ただ一心に書道に挑む
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　６月１日㈪、新型コロナウイ
ルス感染拡大の影響で休業して
いた小学校が、約３カ月ぶりに
再開されました。
　マスク姿の子どもたちは、友
人との再会を喜び、笑顔を交わ
しながら軽い足取りで登校して
いました。

小学校が再開
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